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こ
の
仕
事
を
し
は
じ
め
た
と
き
、
茅
葺
き
に
今

も
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
姿
を
見
て
、
理
想
的
な

の
は
、
や
は
り
昔
の
生
活
ス
タ
イ
ル
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
ね
。
自
然
と
か
、
人
間
の
営
み
の
世
界

と
か
が
、
ご
く
当
り
前
の
形
で
あ
り
続
け
る
の
が

難
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
今
は
そ
れ
を
強
く
感

じ
ま
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
茅
が
維
持
で
き
な
く
な

っ
た
事
情
も
知
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
こ
れ

か
ら
の
世
代
に
対
し
て
、
茅
葺
き
に
住
み
た
い
と

思
わ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で

す
ね
。
そ
れ
を
自
分
た
ち
が
、
茅
を
葺
く
人
間
と

し
て
提
案
し
な
い
と
い
け
な
い
。
茅
に
携
わ
る
も

の
た
ち
が
、
お
互
い
の
持
ち
味
を
う
ま
く
リ
ン
ク

さ
せ
て
、出
来
る
だ
け
発
信
さ
せ
る
こ
と
で
す
ね
。

さ
い
わ
い
に
今
は
、
地
方
か
ら
若
い
人
が
茅
葺
き

師
に
な
り
た
い
と
い
っ
て
、
我
々
の
と
こ
ろ
に
も

来
ま
す
。あ
る
い
は
大
学
を
終
え
て
か
ら
の
人
も
。

そ
し
て
茅
を
通
し
た
横
の
つ
な
が
り
を
持
ち
は
じ

め
て
い
ま
す
ね
。
歓
迎
し
た
い
こ
と
で
す
。

　

自
分
は
美
山
に
生
ま
れ
て
、
小
さ
い
頃
は
ま
わ

り
に
茅
葺
き
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

ト
タ
ン
で
覆
わ
れ
始
め
た
り
す
る
と
、
寂
し
い
気

が
し
ま
し
た
ね
。
高
校
2
年
か
3
年
の
頃
、
中
野

誠
さ
ん
が
茅
葺
き
職
人
に
弟
子
入
り
し
た
の
を
知

っ
て
ま
し
た
。
わ
り
に
家
が
近
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
何
と
な
く
自
分
も
、
将
来
的
に
は
茅
葺
き
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東
広
島
大
会

当
り
前
の
集
落
が
残
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、

自
分
た
ち
に
提
案
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
い

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
仕
事
を
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
福
岡
の
大
学
で
建
築
を
学
ん
で
か
ら
も
、

広
い
世
界
の
中
で
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
た
い
と
考
え
て
ま
し
た
ね
。そ
ん
な
頃
に
、

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を
客
観
的
に
見
つ

め
直
し
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
だ
、
と
。

実
家
か
ら
も
通
え
る
し
。
そ
れ
で
ふ
る
さ
と
に

戻
っ
て
か
ら
、
中
野
さ
ん
と
一
緒
に
会
社
設
立

を
し
て
。
自
分
は
天
理
の
茅
葺
き
師
田
中
正
光

さ
ん
の
も
と
に
、
2
年
半
の
武
者
修
行
を
し
に

行
き
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
の
、
こ
だ
わ
り
の
姿

勢
に
学
ぶ
こ
と
は
本
当
に
多
か
っ
た
で
す
ね
。

　

今
や
っ
て
い
る
舟
小
屋
は
、
三
方
五
湖
で
ず

っ
と
生
き
続
け
て
き
た
建
物
で
、
古
い
も
の
が

3
棟
あ
り
、
そ
の
横
に
新
し
く
3
棟
建
て
て
い

ま
す
。
目
的
は
観
光
資
源
な
の
で
す
が
、
切
妻

の
昔
の
姿
で
、
構
造
材
は
ナ
ラ
で
す
。
水
に
強

い
で
す
。
屋
根
は
ヨ
シ
と
ス
ス
キ
の
混
ぜ
葺
き

で
、
40
セ
ン
チ
の
葺
き
厚
に
し
て
、
棟
に
は
杉

皮
を
か
ぶ
せ
ま
す
。
古
い
舟
小
屋
は
簡
素
な
造

り
で
す
が
、
昔
は
船
が
漁
師
な
ど
の
貴
重
な
交

通
手
段
で
、
今
の
自
動
車
み
た
い
に
一
家
に
一

艘
あ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
心
情
的
に

は
床
で
も
張
っ
て
、
水
辺
に
憩
う
建
物
と
し
て

使
わ
れ
る
と
お
も
し
ろ
い
か
と
も
。

（
聞
き
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坂
本
善
昭
）
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９
月
第
４
週
の
週
末
、
首
都
圏
は
め
っ
き
り

秋
め
い
て
き
た
。
で
も
、
新
千
歳
空
港
は
よ
り

爽
快
な
秋
空
で
あ
っ
た
。
９
月
27
日(
土)

13

時
、
空
港
ロ
ビ
ー
に
集
合
。
２
台
の
車
に
分
乗

し
、
道
央
高
速
道
を
北
に
進
む
。
２
時
間
半
ほ

ど
で
旭
川
の
市
街
地
に
入
る
。
市
の
北
西
・
北

門
11
丁
目
、
新
興
住
宅
地
の
一
角
に
、
川
村
カ

子
ト
（
か
ね
と
）
ア
イ
ヌ
記
念
館
は
あ
っ
た
。

手
造
り
感
に
満
ち
た
記
念
館
本
館
と
売
店
、
一

見
ワ
イ
ル
ド
だ
が
よ
く
見
れ
ば
丹
精
さ
れ
て
い

る
庭
、
そ
の
一
隅
に
笹
葺
き
の
ア
イ
ヌ
伝
統

住
居
・
チ
セ
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
大
正
５
年

(

１
９
１
６)

に
開
館
し
た
、
最
古
の
ア
イ
ヌ

記
念
館
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
集
落
・
コ
タ
ン
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
百
年
近
い
時
代
を
経
て
都

市
へ
と
激
変
し
て
い
た
の
だ
。

　

ア
イ
ヌ
の
伝
統
衣
装
・
ア
ツ
シ
を
着
た
三
代

目
館
長
・
川
村
兼
一
氏
の
解
説
で
チ
セ
を
見
学
。

屋
根
材
は
エ
ゾ
マ
ツ
、
棟
木
は
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ

材
を
カ
バ
の
皮
で
覆
う
。
壁
材
は
縱
に
ナ
ラ
、

横
は
ヤ
ナ
ギ
、
こ
れ
ら
の
構
造
材
を
組
み
、
ク

マ
ザ
サ
５
枚
１
組
と
し
た
束
で
、
壁
を
造
り
屋

根
を
葺
く
。
ク
マ
ザ
サ
は
自
生
の
も
の
を
、
男

が
刈
り
、
女
が
束
ね
る
。
１
棟
の
チ
セ
に
は
約

３
ｔ
の
笹
を
要
す
る
と
い
う
。
建
物
は
神
聖
な

方
向
、
こ
こ
で
は
川
上
向
き
に
建
て
ら
れ
、
そ

の
方
向
に
神
の
窓
、
右
側
の
壁
に
明
か
り
取
り

の
窓
、
炊
事
の
水
を
捨
て
る
窓
、
神
の
窓
の
反

対
側
に
入
口
が
造
ら
れ
て
い
る
。
神
の
窓
の
左

横
に
は
祭
壇
が
祀
ら
れ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を

象
っ
た
木
像
に
、
川
村
家
の
家
紋
・
シ
ャ
チ
が

刻
ま
れ
て
い
た
。
神
の
窓
の
先
の
地
面
に
は
１

本
の
横
木
で
結
ば
れ
た
木
製
の
祭
壇
が
７
本
立

て
ら
れ
、左
が
先
祖
供
養
、そ
の
右
側
に
山
、川
、

森
、
地
な
ど
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
部
屋
の

中
央
に
長
方
形
の
囲
炉
裏
、
火
の
神
を
祀
る
祭

器
が
置
か
れ
、
上
に
は
獣
の
油
を
入
れ
た
シ
カ

の
膀
胱
な
ど
が
吊
る
さ
れ
、
囲
炉
裏
の
左
側
に

は
寝
台
が
置
か
れ
て
い
た
。
チ
セ
は
女
性
が
所

有
、
そ
の
女
性
の
死
に
伴
い
、
焼
か
れ
て
女
性

の
魂
と
と
も
に
天
国
に
召
さ
れ
る
と
い
う
。
男

性
の
死
に
際
し
て
は
、
チ
セ
に
魂
が
迷
い
こ
ま

ぬ
よ
う
、
霊
的
バ
リ
ア
が
張
ら
れ
る
そ
う
だ
。

え
ら
い
差
で
あ
る
。

　

次
に
庭
の
樹
木
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ポ
プ
ラ
、
イ

チ
イ
、
ク
ル
ミ
な
ど
を
拝
見
。
矢
に
塗
っ
て
ク

マ
猟
に
用
い
た
と
い
う
ト
リ
カ
ブ
ト
の
紫
色
の

花
が
印
象
的
だ
っ
た
。
本
館
に
入
る
と
当
館
の

由
緒
が
示
さ
れ
て
い
た
。
初
代
館
長
は
川
村
イ

タ
キ
シ
ロ
マ
。
上
川
ア
イ
ヌ
の
長
（
お
さ
）。

石
狩
川
河
畔
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
川
村

姓
と
な
っ
た
。
館
名
の
由
来
と
な
っ
た
川
村
カ

子
ト
氏
は
イ
タ
キ
シ
ロ
マ
の
子
息
で
２
代
目
館

長
。
鉄
道
測
量
技
手
（
ぎ
て
）
を
務
め
た
。
当

館
の
収
蔵
品
の
大
半
は
カ
子
ト
氏
が
収
集
し
た

と
い
う
。
現
館
長
は
カ
子
ト
氏
の
ご
子
息
だ
。

展
示
品
、
中
で
も
ア
ツ
シ
の
模
様
の
解
説
が
面

白
い
。
上
川
ア
イ
ヌ
の
模
様
は
地
味
だ
が
、
平

取
ア
イ
ヌ
は
派
手
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
当
館
と

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
と
の
間
の
道
路
、
か

つ
て
は
川
だ
っ
た
。
最
盛
期
に
は
シ
ャ
ケ
が
１

日
２
０
０
尾
捕
れ
た
と
い
う
。
旧
陸
軍
が
置
か

れ
た
後
道
路
と
さ
れ
、
川
は
暗
渠
と
な
っ
た
。

こ
こ
の
チ
セ
は
館
長
が
地
域
の
人
々
の
協
力
を

得
て
施
工
。
近
く
の
嵐
山
公
園
に
展
示
し
て
い

る
チ
セ
は
、
来
年
改
築
予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

余
裕
が
あ
れ
ば
嵐
山
公
園
へ
も
、
と
い
う
予

定
で
あ
っ
た
が
、
ま
る
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
エ

ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
、
川
村
館
長
の
お
話
は

尽
き
ず
、
こ
こ
か
ら
直
接
宿
へ
向
か
う
こ
と
と

し
た
。
富
良
野
国
道
を
一
路
南
下
、
３
時
間
余

で
沙
流
川
温
泉
・
日
高
高
原
荘
に
着
く
。
大
広

間
で
夕
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
話
の

花
が
咲
く
。

　

翌
朝
、
色
づ
き
は
じ
め
た
高
原
の
紅
葉
を
眺

め
つ
つ
、
沙
流
川
沿
い
の
日
高
国
道
を
南
西
・

川
下
方
向
に
進
む
。
約
１
時
間
で
平
取
（
び
ら

と
り
）
町
に
着
く
。
平
取
町
立
二
風
谷
ア
イ
ヌ

文
化
博
物
館
へ
、
広
い
前
庭
の
復
元
さ
れ
た
チ

セ
の
集
落
が
目
を
ひ
く
。

　

平
取
町
教
育
委
員
会
岡
田
課
長
の
解
説
で
、

チ
セ
な
ど
を
見
学
。
ま
ず
ポ
ロ
（
大
き
い
）
チ

セ
。
一
般
の
チ
セ
の
約
２
倍
。
昭
和
60
年
に
復

元
、
平
成
20
年
に
改
築
さ
れ
た
。
屋
根
は
ア
シ

葺
き
、
壁
も
ア
シ
張
り
。
ア
シ
は
元
々
沙
流
川

流
域
の
湿
地
に
自
生
、二
風
谷
ダ
ム
建
設
後
は
、

千
歳
付
近
の
ウ
ト
ナ
イ
湖
や
石
狩
川
河
口
付
近

か
ら
調
達
し
て
い
る
。
近
代
前
半
の
チ
セ
が
モ

デ
ル
。
後
に
壁
は
市
販
の
板
材
に
変
わ
り
、
柱

な
ど
構
造
材
も
年
代
で
変
化
し
た
。
近
代
初
期

第
３
回
茅
葺
き
の
里
見
学
研
修
会

（
北
海
道
旭
川
市
・
平
取
町
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
沢 

道
生

風
土
と
文
化
・
時
空
を
超
え
て

▲川村カ子ト（かねと）アイヌ記念館、クマザサで葺いたチセ

▲三代目館長・川村兼一氏の解説、

チセの囲炉裏にて
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に
は
電
燈
、
窓
ガ
ラ
ス
、
ド
ア
が
導
入
さ
れ
た
。

前
小
屋
・
セ
ム
は
大
抵
の
チ
セ
に
あ
り
、
防
寒

が
主
目
的
。
向
き
は
神
聖
な
方
角
、
こ
こ
で
は

東～

南
東
。
窓
は
３
つ
、
こ
れ
は
上
川
と
同
様

だ
。
普
通
の
チ
セ
、
小
熊
の
檻
・
ヘ
ベ
レ
セ
ッ
、

高
床
式
倉
庫
・
プ
ー
＝
正
倉
院
を
想
起
さ
せ
る

三
角
材
、
ネ
ズ
ミ
返
し
を
備
え
、
奄
美
の
高
床

式
倉
庫
と
類
似
が
指
摘
さ
れ
た
。
狩
（
仮
）
小

屋
、
唐
臼
・
イ
ユ
タ
ッ
、
舟
小
屋
と
復
元
さ
れ

た
丸
太
舟
、
男
女
別
の
厠
小
屋
な
ど
、
様
々
な

建
物
が
復
元
・
展
示
。
一
つ
の
チ
セ
で
は
伝
統

織
物
の
作
業
が
実
演
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
車
で
数
分
の
菅
野
茂
二
風
谷
ア
イ

ヌ
資
料
館
へ
。
ア
イ
ヌ
民
族
初
の
国
会
議
員

と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
者
・
菅
野
茂
博

士(

１
９
２
６-

２
０
０
６)

が
私
費
で
収
集

し
た
ア
イ
ヌ
民
族
と
世
界
の
少
数
民
族
の
民

具
・
民
俗
資
料
を
展
示
。
昭
和
47
年
開
館
、
庭

に
チ
セ
、
プ
ー
、
ヘ
ベ
レ
セ
ッ
な
ど
が
復
元
・

展
示
さ
れ
て
い
た
。
茂
氏
の
ご
子
息
・
萱
野

志
朗
現
館
長
の
解
説
で
館
内
を
見
学
。
特
に
、

各
地
域
の
ア
ツ
シ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
二

階
の
世
界
の
少
数
民
族
の
資
料
展
示
は
圧
巻

で
あ
っ
た
。

　

二
風
谷
は
、
蝦
夷
地
を
北
海
道
と
命
名
し

た
、
松
浦
武
四
朗
が
安
政
８
年
に
記
し
た
資

料
に
、
ニ
プ
タ
イ
・
ピ
ラ
タ
イ
・
カ
ン
カ
ン
の

３
集
落
が
あ
り
１
０
５
人
の
住
民
が
い
た
、
と

あ
る
。
志
郎
氏
の
曽
祖
父
・
ト
ッ
カ
ラ
ム
は
12

才
で
和
人
の
ア
ッ
ケ
シ
場
所
に
連
行
さ
れ
、
賄

の
重
労
働
を
課
せ
ら
れ
た
。
ト
ッ
カ
ラ
ム
は
左

手
人
指
し
指
を
切
落
と
し
、
帰
村
を
図
る
が
果

た
せ
ず
、
機
会
を
見
て
フ
グ
の
胆
汁
を
顔
に
塗

り
疫
病
を
装
い
、よ
う
や
く
帰
さ
れ
た
。
現
状
、

二
風
谷
に
は
約
２
０
０
戸
・
５
０
０
人
が
居
住

し
、
７
、
８
割
が
夫
婦
い
ず
れ
か
が
ア
イ
ヌ
民

族
だ
と
い
う
。
平
取
町
は
日
高
の
名
石
の
産
地

で
、
庭
石
問
屋
・
造
園
業
が
多
い
。
農
家
は
二

風
谷
ダ
ム
建
設
の
影
響
で
減
少
し
た
も
の
の
、

過
疎
化
は
余
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
若
者
の
数
も

多
い
と
い
う
。
心
強
い
。

　

昼
食
は
、
名
産
・
日
高
牛
。
そ
の
後
資
料
館

の
庭
の
、
改
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
チ
セ
を
、
施

工
し
た
茅
葺
き
職
人
・
尾
崎
さ
ん
の
解
説
で
見

学
。
屋
根
材
・
壁
材
は
ヨ
シ
、
一
把
15
セ
ン
チ

位
の
束
を
作
る
。
昔
は
シ
ナ
ノ
キ
の
皮
を
裂
い

た
ヒ
モ
、
今
は
ナ
イ
ロ
ン
ヒ
モ
で
束
を
編
み
つ

け
る
。
チ
セ
の
骨
組
み
は
３～

４
人
で
、
２
日

ほ
ど
で
出
来
る
。
柱
の
下
に
礎
石
を
置
か
な
い

掘
立
小
屋
方
式
。
こ
れ
は
伊
勢
神
宮
も
同
様
、

と
の
安
藤
代
表
理
事
の
コ
メ
ン
ト
。
昔
は
地
面

を
掘
る
の
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
貝
殻
を
用
い
た
。

屋
根
・
壁
は
事
前
に
し
っ
か
り
段
取
り
し
て
お

け
ば
10
日
ほ
ど
で
完
成
す
る
。
ベ
テ
ラ
ン
２
人

と
補
助
４
人
で
壁
に
２
日
ほ
ど
、
残
り
が
屋
根

だ
。屋
根
は
内
地
の
本
葺
き
に
対
し
て
段
葺
き
、

ど
の
地
域
の
チ
セ
に
も
共
通
だ
。
東
面
か
ら
葺

き
は
じ
め
、
次
に
西
の
前
小
屋
、
さ
ら
に
左
右

か
ら
交
互
に
葺
き
、
最
後
は
両
方
か
ら
折
り
曲

げ
て
繋
ぎ
、
棟
に
横
木
・
サ
ク
マ
を
乗
せ
る
。

今
回
は
７
月
５
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
土
日
の

み
の
工
事
で
先
日
完
成
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
も
あ
り
、
通
常
よ
り
は
時
間
が
か
か
っ

た
そ
う
だ
。

　

見
学
を
終
え
、
車
１
台
は
新
千
歳
空
港
へ
、

私
は
こ
の
車
に
乗
る
。
も
う
１
台
は
白
老
へ
。

濃
密
な
２
日
間
の
日
程
を
終
え
た
。
風
土
と
文

化
の
関
わ
り
、
時
空
を
超
え
た
共
通
項
と
、
地

域
ご
と
の
独
自
色
な
ど
、
様
々
に
学
習
で
き
た

２
日
間
で
あ
っ
た
。

▲萱野茂二風谷アイヌ資料館、ヨシで葺いたチセ

▲二風谷アイヌ文化博物館、プー

▲ヨシを束にしヒモで編みつける

▲チセを施工した茅葺き職人尾崎氏

▲二風谷アイヌ文化博物館、ポロチセ
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窖
（
あ
な
ぐ
ら
）

　

〜
現
代
と
縄
文
を
つ
な
ぐ
装
置
〜

一
般
財
団
法
人
蓼
科
笹
類
植
物
園

　

理
事
長　

大
泉
高
明

　

あ
る
晴
れ
た
日
、「
笹
離
宮
」
の
評
議
員
で

も
あ
る
矢
嶋
丈
了
さ
ん
が
「
近
く
に
面
白
い
も

の
が
あ
る
よ
」
と
い
う
の
で
、「
笹
離
宮
」
の

す
ぐ
近
く
の
泉
野
に
足
を
運
ん
だ
。
そ
こ
で
初

め
て
窖
（
あ
な
ぐ
ら
）
と
呼
ば
れ
る
竪
穴
式
住

居
を
見
た
。
半
地
下
に
六
畳
間
ほ
ど
の
床
が
あ

り
、
地
面
か
ら
合
掌
型
に
茅
葺
き
屋
根
が
掛

か
っ
て
い
た
。
竪
穴
式
住
居
と
い
え
ば
、
縄
文

遺
跡
な
ど
の
再
現
し
た
も
の
は
知
っ
て
い
た

が
、
こ
の
窖
と
呼
ば
れ
る
竪
穴
式
住
居
は
、
実

用
住
居
と
し
て
今
も
農
閑
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
作

業
や
集
会
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
こ

の
周
辺
は
国
宝
の
「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
や
「
仮

面
の
女
神
」
が
出
土
し
た
他
、
矢
じ
り
な
ど
に

使
わ
れ
た
黒
曜
石
の
最
大
の
産
地
で
も
あ
り
、

縄
文
時
代
最
大
の
集
落
が
あ
っ
た
と
目
さ
れ
て

い
る
。
窖
は
こ
の
地
で
縄
文
時
代
か
ら
営
々
と

使
わ
れ
続
け
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

　

「
笹
離
宮
」
は
長
野
県
茅
野
市
に
あ
る
、
笹

を
テ
ー
マ
に
し
た
回
遊
式
の
数
寄
屋
庭
園
で
、

「
桂
離
宮
」
の
昭
和
の
大
改
修
、国
宝
茶
室
「
待

庵
」・「
如
庵
」、「
修
学
院
離
宮
」
な
ど
の
移
築
・

修
復
・
再
建
な
ど
を
手
掛
け
た
伝
統
建
築
家
安

井
清
氏
の
設
計
し
た
も
の
。
2
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
園
内
は
、
外
露
地
、
内
露
地
、
笹
類
植
物

園
で
構
成
さ
れ
、
全
体
が
回
遊
式
の
数
寄
屋
庭

園
と
な
っ
て
い
る
。
園
内
に
は
、
和
風
の
山
荘

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
方
丈
の
間
、
木
立
の
間
、

大
広
間
な
ど
を
備
え
た
「
清
風
萬
里
館
（
せ
い

ふ
う
ば
ん
り
か
ん
）」、
梅
見
門
（
中
門
）、
待

合
「
翠
陰
（
す
い
い
ん
）」、
立
礼
茶
室
「箬

庵
（
じ
ゃ
く
あ
ん
）」、
枯
山
水
、
降
り
蹲
「
随

月
泉
（
ず
い
げ
つ
せ
ん
）」、
大
黒
天
が
祀
ら
れ

た
校
倉
造
り
板
倉
様
式
の
「
神
坐
（
か
み
く

ら
）」、八
ヶ
岳
を
写
し
た
築
山
な
ど
が
点
在
し
、

庭
園
の
見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。
植
物
園
エ

リ
ア
に
は
国
内
外
の
竹
笹
類
１
２
０
種
が
、
学

術
分
類
に
従
い
つ
つ
も
、
庭
園
の
風
景
と
し
て

も
両
立
す
る
よ
う
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
種
数

１
２
０
種
は
世
界
最
多
で
あ
る
。

　

「
笹
離
宮
」
内
に
笹
葺
き
屋
根
の
窖
を
造
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
笹
に
「
ヤ
ネ
フ
キ

ザ
サ
」
と
い
う
種
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
こ

と
だ
っ
た
。
こ
の
名
は
、
島
根
県
な
ど
山
陰
地

方
で
、
屋
根
葺
き
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
こ
れ
を
知
っ
て「
笹
離
宮
」に
窖
を
造
っ

て
、
そ
れ
を
笹
で
葺
こ
う
と
思
っ
た
の
だ
。
泉

野
の
窖
を
教
え
て
く
れ
た
矢
嶋
さ
ん
は
、
こ
の

窖
を
建
設
し
た
当
事
者
で
も
あ
り
、
今
は
土
建

会
社
の
会
長
だ
が
、
も
と
は
地
元
で
名
人
と
い

わ
れ
た
石
工
の
一
人
。
乞
う
て
弟
子
に
し
て
も

ら
い
、
掘
っ
た
穴
の
側
面
の
石
積
み
か
ら
始
め

た
。
多
分
、
私
は
足
手
ま
と
い
に
し
か
な
ら
な

か
っ
た
と
思
う
が
、
矢
嶋
さ
ん
は
私
の
気
持
ち

を
だ
ま
っ
て
受
け
止
め
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、

安
井
清
氏
の
「
清
塾
」
塾
生
磯
崎
進
氏
、
竹
笹

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
柏
木
治
次
氏
も
加
わ
り
、

工
事
が
進
ん
で
い
っ
た
。
骨
組
み
も
立
ち
、
い

よ
い
よ
笹
葺
き
作
業
が
始
ま
っ
た
。
笹
葺
き
の

作
業
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
参

加
し
て
く
れ
た
。
こ
の
指
導
に
は
兵
庫
か
ら
茅

葺
き
職
人
の
相
良
育
弥
氏
ら
が
来
て
く
れ
た
。

彼
ら
は
今
日
本
で
笹
葺
き
が
で
き
る
唯
一
の
職

人
だ
。

　

屋
根
葺
き
に
使
う
笹
の
量
は
想
像
以
上
で
、

床
面
積
10
畳
の
窖
の
屋
根
を
葺
く
の
に
、
2
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
5
台
分
が
必
要
だ
っ
た
。
窖
の
棟

に
は
生
き
た
笹
を
植
え
て
仕
上
げ
た
。
前
後
の

壁
も
笹
で
葺
き
、
奥
の
壁
面
は
笹
の
葉
を
内
側

に
見
せ
て
、
笹
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
よ
う
な
仕

上
げ
と
な
っ
た
。
床
下
に
は
笹
の
茎
を
炭
に
焼

い
た
も
の
と
、
竹
炭
を
混
ぜ
て
敷
き
込
み
、
床

の
真
ん
中
に
は
大
き
な
囲
炉
裏
を
設
け
た
。
完

成
し
た
笹
葺
き
の
窖
は
「
縄
文
窠
（
じ
ょ
う
も

ん
か
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
窖
の
中
は
驚
く

ほ
ど
清
浄
な
空
間
で
、
ま
る
で
異
次
元
に
迷
い

込
ん
だ
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
。
笹
は

古
代
よ
り
浄
化
の
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
そ

▲園内の園路

▲上：内露地全景
　下：消失前の泉野の窖

会
員
か
ら
の
報
告

▲完成した窖「縄文窠」の内部　大きな囲炉裏もある
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の
力
で
結
界
を
つ
く
る
と
さ
れ
て
き
た
。「
縄

文
窠
」
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
を
、
縄
文
時

代
に
結
界
を
こ
え
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
る

装
置
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
あ
た
ら
し
い
古
代

淡
河
か
や
ぶ
き
屋
根
保
存
会
く
さ
か
ん
む
り

代
表　

相
良
育
弥

　

「
笹
葺
き
屋
根
の
窖(

あ
な
ぐ
ら)

を
つ
く

り
た
い
の
で
す
が
・
・
・
」

　

あ
る
日
僕
の
携
帯
電
話
に
呪
文
の
よ
う
な
文

言
の
電
話
が
あ
っ
た
。
故
安
井
清
棟
梁
の
右
腕

と
し
て
知
ら
れ
る
磯
崎
進
棟
梁
の
紹
介
で
、
大

和
生
物
研
究
所
と
い
う
、
笹
を
用
い
た
医
薬
品

を
製
造
す
る
会
社
の
社
長
の
大
泉
さ
ん
か
ら
の

電
話
だ
っ
た
。
な
ん
で
も
長
野
県
の
蓼
科
に

あ
る
医
薬
品
を
製
造
す
る
工
場
の
敷
地
内
に
、

「
笹
離
宮
」
と
い
う
笹
の
植
物
園
を
つ
く
り
た

い
。
そ
し
て
そ
の
植
物
園
の
一
画
に
、
窖
と
い

う
地
方
独
特
の
竪
穴
の
建
物
を
笹
葺
き
屋
根
で

つ
く
り
た
い
。
と
い
う
こ
と
だ
。
ア
ツ
イ
ア
ツ

イ
語
り
口
の
電
話
だ
っ
た
の
で
、「
と
に
か
く

一
度
お
逢
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
一
抹
の
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、
大
好
き

な
八
ヶ
岳
に
逢
え
る
と
い
う
だ
け
で
行
く
価
値

は
あ
る
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
茅
葺

屋
の
塩
澤
さ
ん
を
道
連
れ
に
蓼
科
へ
車
を
走
ら

せ
た
。
着
い
て
み
る
と
、
公
家
の
よ
う
な
お
顔

だ
ち
を
し
た
大
泉
さ
ん
と
、
地
元
の
方
々
が
温

か
く
迎
え
て
下
さ
り
、
一
抹
の
不
安
は
大
き
な

期
待
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

窖
の
骨
組
み
は
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い

て
、
あ
と
は
笹
を
葺
い
て
い
く
だ
け
。
さ
っ
そ

く
準
備
し
て
下
さ
っ
て
い
た
刈
り
取
っ
た
だ
け

の
「
笹
」
を
、
屋
根
を
葺
き
や
す
い
よ
う
に
み

な
で
「
茅
」
に
つ
く
り
直
す
こ
と
に
。
笹
葺
き

は
葉
っ
ぱ
の
部
分
が
屋
根
表
面
に
な
る
よ
う
に

逆
葺
き
で
葺
く
た
め
、
葉
が
美
し
く
折
り
重

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
花
束
を
つ
く
る

よ
う
に
丁
寧
に
、
み
な
で
笹
束
を
も
く
も
く
と

つ
く
る
。
カ
サ
カ
サ
と
心
地
い
い
音
が
カ
ラ
マ

ツ
の
林
に
満
ち
る
。
材
料
の
準
備
が
出
来
た
ら

み
な
で
一
緒
に
屋
根
を
葺
く
。
く
さ
か
ん
む
り

の
十
八
番
、
現
代
版
の
「
結
」。
笹
の
心
地
よ

い
薫
り
と
、み
な
の
笑
い
声
。
そ
れ
だ
け
で「
来

て
よ
か
っ
た
な
ぁ
」と
思
え
た
。笹
が
無
く
な
っ

て
作
業
は
一
旦
終
了
。
ま
た
こ
の
秋
に
笹
を
刈

り
取
っ
て
残
り
は
そ
の
後
に
す
る
こ
と
に
。

　

そ
し
て
秋
、
今
回
は
僕
に
笹
葺
き
を
教
え
て

下
さ
っ
た
山
城
萱
葺
株
式
会
社
の
山
田
親
方

と
、
学
生
時
代
か
ら
笹
葺
き
を
し
て
い
る
丁
稚

の
石
井
く
ん
も
助
っ
人
に
、
日
本
最
強
笹
葺
き

チ
ー
ム
で
残
り
を
葺
い
て
あ
が
る
。
と
こ
と
ん

ま
で
こ
だ
わ
り
た
い
大
泉
社
長
の
思
い
に
応
え

て
、
棟
も
芝
棟
な
ら
ぬ
、
笹
棟
に
す
る
こ
と
に
。

笹
博
士
の
柏
木
先
生
の
指
導
の
下
、
笹
の
根
を

す
き
込
ん
だ
土
を
棟
に
置
い
て
ゆ
く
。
こ
こ
で

一
旦
完
成
は
し
た
が
、
や
は
り
こ
だ
わ
り
の
大

泉
社
長
。
切
妻
屋
根
の
側
面
部
分
を
笹
壁
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
。
笹
を
す
べ
て
使
い
切
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
残
り
は
ま
た
来
年
に
。

　

そ
し
て
二
年
目
。
笹
葺
き
窖
の
柿
落
と
し
に

合
わ
せ
て
笹
壁
を
つ
く
り
に
蓼
科
へ
。
笹
棟
に

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
笹
の
新
芽
が
出
て
い
て
と
て

も
愛
い
。
笹
博
士
の
柏
木
先
生
曰
く
、
も
う
一

年
す
る
と
立
派
な
笹
棟
に
な
る
そ
う
な
。
ア
イ

ヌ
の
チ
セ
の
よ
う
に
、
笹
束
を
壁
下
地
に
結
び

つ
け
て
つ
い
に
笹
葺
き
窖
完
成
！

　

関
わ
っ
た
人
達
や
、
里
山
建
築
の
み
な
さ
ん

も
来
て
下
さ
っ
て
盛
大
に
窖
で
宴
。
火
を
囲

み
、
呑
ん
で
笑
っ
て
語
っ
て
の
満
ち
満
ち
た
時

間
。
薄
暗
い
竪
穴
の
空
間
で
焚
か
れ
た
火
は
、

カ
ラ
ダ
に
眠
る
古
代
を
炙
り
出
す
。
笹
葺
き
屋

根
の
窖
は
、
現
代
に
芽
生
え
た
ま
あ
た
ら
し
い

古
代
な
ん
だ
ろ
う
な
。
蓼
科
笹
類
植
物
園
「
笹

離
宮
」
故
安
井
清
棟
梁
と
そ
の
お
弟
子
さ
ん
達

の
素
晴
ら
し
い
数
奇
屋
建
物
と
共
に
、
笹
葺
き

窖
の
と
っ
ぷ
り
と
し
た
空
間
も
味
わ
い
に
行
っ

て
み
て
下
さ
い
。

会
員
か
ら
の
報
告

▲現代版「結」で屋根葺き

▲上：棟も芝棟ならぬ笹棟
　下：窖の完成をみんなで祝う

▲笹葺きの窖
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「
酒
井
田
柿
右
衛
門
邸 

茅
葺
き

屋
根
葺
き
替
え
作
業
見
学
会
」

に
参
加
し
て

　

３
月
１
日
、
酒
井
田
柿
右
衛
門
邸
の
主
屋
の

茅
葺
き
屋
根
葺
き
替
え
作
業
見
学
会
が
開
か
れ

た
。「
柿
右
衛
門
」
と
い
え
ば
、
白
磁
に
彩
ら

れ
た
そ
の
美
し
い
赤
が
柿
の
色
に
喩
え
ら
れ

る
。
個
人
名
で
あ
り
作
品
名
で
も
あ
る
そ
の
名

は
、
世
界
に
知
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
。

酒
井
田
邸
が
位
置
す
る
佐
賀
県
有
田
の
地
に
お

い
て
、
日
本
初
の
白
く
て
硬
い
磁
器
が
生
ま
れ

た
の
は
１
６
１
０
年
代
と
い
わ
れ
る
。
初
代
柿

右
衛
門
が
始
め
た
赤
絵
（
色
絵
）
は
１
６
４
０

年
頃
に
遡
る
。
以
来
、
今
日
ま
で
、
酒
井
田
邸

会
員
か
ら
の
報
告

　

福
岡
県
朝
倉
市
で
、
製
材
業
と
林
業
を
営
む

杉
岡
と
申
し
ま
す
。
製
材
と
茅
葺
き
は
、
近
そ

う
で
遠
い
関
係
。
そ
ん
な
私
が
な
ぜ
？
と
不
思

議
に
思
う
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

12
年
前
、
私
は
農
山
漁
村
活
性
化
機
構
の
茅
葺

き
調
査
を
請
け
、
隣
町
の
う
き
は
市
新
川
・
田

篭
（
に
い
か
わ
・
た
ご
も
り
）
地
区
を
訪
ね
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
草
葺
き
の
か
た
ち
を
残
す
民

家
群
が
１
０
０
棟
近
く
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
山
間
部
の
た
め
通
勤
等
に
時
間
が
か

か
り
、若
い
世
代
は
地
域
を
離
れ
て
い
ま
し
た
。

　

杉
岡　

世
邦

　
　

   

有
限
会
社 

杉
岡
製
材
所

理
事
の
紹
介

は
、
有
田
の
南
山
（
な
ん
ざ
ん
）
と
よ
ば
れ
る

地
に
て
、
十
五
代
と
な
る
現
当
主
に
至
る
ま
で

脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
見
学
し
た
建
物
は
主
屋
で
あ
る
。
築

２
５
０
年
ほ
ど
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
大
き
さ

は
圧
巻
だ
。
桁
行
13
間
、
梁
間
２
間
半
、
梁

間
に
１
間
半
の
下
屋
が
延
び
る
。
一
間
６
尺

５
寸
（
約
１
９
７
０
㎜
）
と
間
が
広
く
、
茅

葺
き
屋
根
の
覆
う
面
積
は
、
１
４
９
・
４
４
㎡

（
４
５
・
２
８
坪
）
に
も
及
ぶ
。
近
年
は
、
敷
地

内
に
別
棟
の
居
宅
が
構
え
ら
れ
た
た
め
、
主
屋

は
仏
壇
が
祀
ら
れ
た
精
神
的
な
柱
と
し
て
存
続

し
て
い
る
。

　

主
屋
は
数
年
前
か
ら
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

雨
漏
り
で
あ
る
。
前
回
の
葺
き
替
え
か
ら
20
年

余
り
経
過
し
、
5
年
ほ
ど
前
に
補
修
し
た
が
、

雨
漏
り
は
止
ま
ら
な
い
。
来
年
（
２
０
１
６

年
）
は
、
有
田
焼
創
業
４
０
０
周
年
を
迎
え
、

地
域
に
お
い
て
多
く
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
今
年
の
う
ち
に
全
面
を
葺
き

替
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
改
修
工
事
は
、
古
民
家
の
再
生
工
事

を
主
に
活
動
す
る(

有)

夢
木
香
（
ゆ
め
き
こ

う
）
の
松
尾
進
氏
が
請
け
負
っ
た
。
こ
の
地
域

で
は
、
葭
葺
き
、
茅
葺
き
、
麦
藁
葺
き
と
、
3

種
の
草
屋
根
が
存
在
す
る
が
、
酒
井
田
家
は
最

上
の
葭
葺
き
屋
根
だ
。
幸
運
に
も
、
1
年
間
乾

燥
さ
れ
た
佐
賀
県
嘉
瀬
川
流
域
の
葭
が
確
保
で

き
た
。
茅
葺
き
職
人
は
松
尾
氏
の
地
元
、
鹿
島

市
在
住
の
喜
多
棟
梁
だ
。
棟
梁
は
文
化
財
な
ど

多
く
の
葭
葺
き
屋
根
も
手
掛
け
る
。
昨
年
9
月

に
相
談
を
受
け
、
今
年
2
月
に
着
工
。
茅
葺
き

作
業
最
優
先
で
の
工
期
と
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
本
工
事
は
屋
根
を
葺
き
替
え
れ

ば
終
了
と
は
な
ら
な
い
。
度
重
な
る
増
改
築
を

経
た
た
め
、
で
き
る
だ
け
元
の
間
取
り
に
復
元

し
よ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
た
雨

漏
り
な
ど
も
あ
り
、
長
年
蝕
ま
れ
た
箇
所
も
多

い
。改
修
工
事
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
、

半
年
後
の
竣
工
に
向
け
工
事
は
進
め
ら
れ
る
。

　

見
学
会
は
、
募
集
期
間
が
2
週
間
と
短
い
期

間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
12
名
を

含
む
70
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
松
尾
さ
ん
や
喜

多
棟
梁
の
話
を
聞
い
た
後
、
足
場
に
登
り
工
事

中
の
葭
葺
き
屋
根
を
間
近
に
観
察
し
た
。
喜
多

棟
梁
へ
の
質
問
が
止
ま
ら
ず
、
時
間
切
れ
と
い

う
賑
わ
い
よ
う
だ
っ
た
。

（
当
協
会
理
事　

杉
岡
世
邦
）

▲葺き替えの様子

▲酒井田柿右衛門邸主屋
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結
果
、
高
齢
の
独
居
老
人
が
多
く
、「
10
年
後
、

こ
の
地
域
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
人
と
共
に

こ
の
景
観
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
か
…
」
そ
ん

な
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。

　

以
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
民
家
再
生
協
会
で
の
活

動
を
通
じ
て
、
側
面
的
に
そ
の
地
域
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。２
０
１
２
年
7
月
に
は
晴
れ
て
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
茅
葺
き
の
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

同
地
区
は
選
定
さ
れ
た
の
も
束
の
間
。
同
じ
月

に
、九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
で
し
た
が
、
よ
う
や

く
今
年
の
3
月
22
日
、「
う
き
は
市
災
害
復
旧

支
援
感
謝
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
。
新
川
・
田
篭
の
草
葺
き
で
す
が
、

他
と
は
違
っ
た
特
徴
を
持
つ
屋
根
が
散
見
さ
れ

ま
す
。
杉
皮
葺
き
で
す
。
冬
に
鎌
で
剥
い
だ
杉

の
細
い
皮
を
、
麦
藁
な
ど
の
上
に
重
ね
て
葺
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う
と
安
藤

先
生
の
調
査
に
随
行
し
、
杉
皮
葺
き
の
苔
む
し

た
そ
の
詫
び
た
風
情
に
心
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
草
原
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
の
度
、

「
日
本
自
然
保
護
大
賞 

教
育
普
及
部
門
」(

主

催
：
公
益
財
団
法
人 

日
本
自
然
保
護
協
会)

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
当
団
体

が
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
本
茅
葺

き
文
化
協
会
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
草
原
の
利

活
用
や
保
全
再
生
に
携
わ
る
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
、
汗
を
流
し
て
き
た
成
果
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

草
原
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
草
原
が
は
ぐ
く

む
生
き
も
の
の
み
な
ら
ず
、
茅
葺
き
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
固
有
の
文
化
ま
で
も
が
失
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
で
は
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
取
り
組
ん

で
い
る「
資
料
の
収
集
と
共
有
に
関
す
る
活
動
」

と
「
普
及
・
啓
発
に
関
す
る
活
動
」
に
つ
い
て

評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
当
団
体
で
は
、
草
原
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
や
草
原
用
語
集
の
作
成
、
草
原
に
係
る

文
献
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
支
援
や
安
全
に
草
原
の
維
持
管
理

作
業
を
行
う
た
め
の
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例

集
」
の
出
版
・
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
等
を
行
っ
て
い
ま

全
国
草
原
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

自
然
保
護
大
賞
受
賞

会
員
か
ら
の
報
告

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
今
年
1
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
デ
ー
タ
も
か
な
り
充
実
し
て
き
ま

し
た
。
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。（ h

ttp
://

so
g
e
n
-
n
e
t.jp

/ 

）

 

日
本
全
国
の
草
原
に
つ
い
て
網
羅
的
に
調
べ

ら
れ
た
情
報
は
こ
れ
ま
で
に
無
く
、
そ
の
危
機

的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
そ
の
価
値

に
つ
い
て
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
良
い
機
会
と
し
、
更
な

る
情
報
の
蓄
積
と
共
有
を
図
り
、
日
本
各
地
で

守
ら
れ
て
い
る
草
原
の
価
値
・
意
義
の
再
評
価

へ
と
つ
な
げ
、
草
原
の
保
全
・
再
生
や
草
原
を

守
る
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
日
本
茅
葺

き
文
化
協
会
を
は
じ
め
草
原
の
価
値
の
大
切
さ

を
共
有
す
る
団
体
と
の
情
報
交
換
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

N

 

P

 

O
法
人

石
川
県

茅
葺
き
文
化
研
究
会

　

か
な
ざ
わ
景
観
協
力
賞
受
賞

会
員
か
ら
の
報
告

　

金
沢
市
の
内
川
地
区
で
、
地
域
住
民
と
N

 

P

 

O
法
人
石
川
県
茅
葺
き
文
化
研
究
会
が
共
同
で

企
画
し
た
「
茅
葺
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停

づ
く
り
」
が
、
昨
年
秋
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
22
年
目
に
な
る
「
内
川
鎮
守
の
森
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
の
実
行
委
員
会
と
N

 

P

 

O
法
人
茅
文

研
が
、
今
後
に
向
け
て
の
新
た
な
地
域
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
茅
葺
き
の
お
も
し

ろ
さ
を
体
験
さ
せ
よ
う
と
考
え
出
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
企
画
に
、
金
沢
科
学
技
術
専
門
学

校
建
築
科
生
徒
が
設
計
担
当
を
申
し
出
、
北
陸

学
院
大
学
の
生
徒
た
ち
も
製
作
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
11
月
に

無
事
完
成
し
、
大
勢
の
市
民
た
ち
が
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
金
沢
市
で
は
こ
れ
ら

の
活
動
に
対
し
、
平
成
26
年
度
の
「
か
な
ざ

わ
景
観
協
力
賞
」
を
授
与
し
、
市
長
も
関
心

を
示
し
ま
し
た
。

▲金沢市内に茅葺きのバス停が誕生

▲授賞式の様子
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　　第６回茅葺きフォーラム
　　「藝州茅葺きの技と風景」　　主催 /日本茅葺き文化協会　共催 /東広島市教育委員会　

◎
み
な
さ
ん
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
！

茅
葺
き
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

茅
刈
り
、
葺
き
替
え
情
報
大
歓
迎
。
事
務
局

宛
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
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ア
イ
ヌ
文
化
を
訪
ね
る
茅
葺
き
見
学
研
修

会
は
、
私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
が
た
い
旅
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
茅
葺
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
初
め
て
中
国
地
方
、
東
広
島

市
で
の
開
催
で
す
。
芸
州
屋
根
屋
と
い
う
一

大
職
人
集
団
で
知
ら
れ
て
い
た
広
島
。
そ
の

技
と
風
景
、
そ
し
て
各
地
か
ら
の
報
告
と
今

年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
東
広
島

で
の
み
な
さ
ん
と
の
再
会
、
そ
し
て
出
会
い

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！
（
弥
）

イ べ ン ト 情 報

【６月６日（土）】
　１０：３０　開場、受付開始
　１１：３０　日本茅葺き文化協会総会
　
　１３：３０　第６回茅葺きフォーラム
　１３：４０　講演
　　　　　　　「中国地方の茅葺き職人」
　　　　　　　坪郷英彦氏（山口大学人文学部　教授）

　１４：４５　第１セッション　開催地より「藝州茅葺きの技と風景」
　　　コーディネータ：米山淳一（地域遺産プロデューサー・日本茅葺き文化協会理事）
　　　「開催地紹介　東広島の歴史的町並みと茅葺き」東広島市教育委員会
　　　「東広島市の茅葺き民家の分布と特徴」
　　　　　　　　　　  市川尚紀氏（近畿大学工学部建築学科　准教授）
　　　「藝州流を語る」石井元春氏（茅葺き職人）、
　　　　　　　　　　  沖元太一氏（Earth building、広島茅葺屋根工事店）
　　　　　　　　　　  聞き手：上田進氏（西中国茅葺き民家保存研究会）

　１６：３０　第２セッション　各地からの報告
　　　「（重要文化財）門脇家住宅等保存協会の活動を通して考えたこと」
　　　　　　　　　　門脇由己氏（鳥取県・門脇家十二代当主）
　　　「愛媛県東温市井内の茅場と茅講」
　　　　　　　　　　笹木篤氏（香川県・建築都市設計 I N T E R S T U D I O）
　　　「イギリスでの茅葺き研修報告」大野沙織（京都府・美山茅葺）
　　　「次期開催地　紹介」

　１８：００　閉会　
　１８：３０〜２０：３０　情報交換会
　 同時開催　茅葺き絵画展　樋谷邦夫

【６月７日（日）】
○９：００〜１２：４５　見学Ａコース
　　岩国邸～ホタルの宿～千代乃春酒造～旧街道散策、
　　志和掘地域センターにて地元交流会、昼食
　　１２：４５　JR 八本松駅解散
○９：００〜１５：２０　Ｂコース
　　Ａコース＋豊栄町「豊栄の民家」、大和町「専徳寺」
　　１５：２０　JR 白市駅解散

日　時：2015 年 6月 6日 ( 土 ) 〜 6月 7日 ( 日 )
会　場：○フォーラム・総会：東広島市市民文化センター　アザレアホール（JR西条駅から徒歩 7分）
　　　　○情報交換会：賀茂泉駅前ビル 4F（JR 西条駅前）

宿　泊：ホテルカモ（JR西条駅から車で 5分　送迎バス）
参加費：［資料費］一般【2,000】円、会員・学生【1,000】円
​　　　　［情報交換会費］【3,000】円（各地の飲みもの持ち込み大歓迎！）
​　　　　［宿泊費］【5,000】円（税込・1泊朝食付）
​　　　　［見学会費］ Ａコース（半日）【3,000】円　　／　　Ｂコース（１日）【4,000】円（予定）（昼食代含む）
お申込み、お問合せ：日本茅葺き文化協会事務局
申込み締め切り　：５月１５日（金）

▲茅場のモニュメント

▲岩国邸

▲専徳寺


